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Ⅰ　問題と目的

Ⅰ－1　幼児期の教育における実態把握と構想力
　幼児期の教育は、その特性を踏まえて環境を通して行うことを基本とし、「幼児の自発的な
活動としての遊び」を通しての指導を中心としている（幼稚園教育要領，2008）。
　小川（1988）はこのような教育においては、「実態把握」が重要であると述べている。なぜ
なら、「幼児自身が関心のある人間やものとかかわり、試行錯誤しながら、自分の活動を展開
することが必要であり」、「保育者は、幼児の興味のあり方をみきわめて援助することが求めら
れる」からである。そのため、「保育のねらいが前もって提起され、それを具体化するという
筋道をたどるとしても、幼児の実態を知らなければ、その具体化はできない」と述べている。
　ここでいう「実態把握」には「子どもの事実」「事実の解釈」「事実に基づく予測」という過
程が含まれる。小川（1988）は「事実に基づいて、事実としてあらわれていないことを想像す
る」イメージが重要であると述べ、このイメージ化する働きを「構想力」と呼んだ。
Ⅰ－2　省察における実態把握と実践構想
　この議論をふまえ、吉村ら（1998）は「明示的な実践計画として記述される保育案の前提
として保育者の省察を位置づけ、経験豊かな保育者が一日の保育について省察する中で、子ど
もの実態をどのように把握し、その把握した実態をどのように実践構想の手がかりとして用い
るかを検討した。その結果、保育者は子どもだけでなく自分の実態把握もしており、実践上の
問題の原因を双方に見出すこと、原因を追求することで実践構想の具体性が増すこと、実践構
想にはその具体性の強弱により、明確かつ具体的な「実践行為の計画」と長期的展望の中で位
置づけられる「実践の方向の指向」があることを明らかにした。
　吉村ら（1998）はこれらの結果から「より長いスパンで実践の方向を明瞭に指向すること
が、日々の実践行為を検討する際の前提となる」と述べている。
Ⅰ－3　学級担任としての実態把握
　幼児期の教育は、一人一人の実態把握にもとづいて行なわれるが、それは「一クラスの幼児
（三十五人以下）が同時に行動を起こす中で、全体を視野に入れながら行わなければならない」
（小川，2000）。河邉（2009）はこの課題もふまえて実践構想に活きる記録のあり方を検討し、
子どもを断片的にしか見なければ、生活の連続性が尊重されない保育となり、遊びの全体と個
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の関係を視野に入れなければ、遊び全体が持続的安定的に展開する保育にならないことを明ら
かにした。そして、保育者が「持続的眼差し」と「空間俯瞰的眼差し」をもつことの重要性を
指摘している。
Ⅰ－4　その日の保育の中での実態把握と実践構想
　以上の研究は、その日の保育について省察する中での実態把握と実践構想について検討して
いるが、保育者はその日の保育の中でもこのような営みを行なっている。このことについて考
える手がかりとなるのが、ショーン（Schön）の「反省的実践家」（reflective practitioner）
という概念である。ショーンは、専門家の職業生活は暗黙の「行為の中の知（knowing in 
action）」に依存しており、有能な実践家は合理的に分別されたり完全に記述することができ
ない現象を認識することができると述べている。そして、行為について（on）省察している
時もあるが、行為の中で（in）省察している場合もあり、「行為の中の省察（reflection in 
action）」は反省的実践家にとって実践の核であると述べている。
Ⅰ－5　研究の目的
　以上の議論をふまえ、本稿でも吉村ら（1998）のように、経験豊かな保育者の省察を取り上
げる。そして、その保育者が一日の保育の中で実態把握と実践構想をどのように行なうのかを
検討する。その際には、河邉（2009）が学級担任として必要だと指摘する「持続的眼差し」「空
間俯瞰的眼差し」や、それまでの保育経験がどのようにいかされているのかについても検討す
る。

Ⅱ　研究の方法

Ⅱ－1　保育者
　保育者はＡ園の大森洋子教諭である（以下Ｙとする）。その理由は以下の通りである。
・ Ａ園は、一人一人の子どもが自分の好きな遊びを見つけて取り組むことを大切にしており、
環境を通して行う教育を実践しようとしている。

・ Ｙは保育経験が25年以上あり、「持続的眼差し」「空間俯瞰的眼差し」をもち、自身の保育に
ついて語る力もそなえていると考えられる。また、同じ年齢の子どもを３年続けて担任して
おり、それまでの保育経験をふまえて語ることも多いと考えらえる。
Ⅱ－2　逐語録の作成
　20XX年度にＹが担任する４歳児クラス（男児13名、女子９名、計22名）で、中島（以下Ｎ
とする）が保育補助的な働きをしながら参加観察を行なった。子どもの降園後、保育室内でＹ
がＮにその日の保育について自由に語った。参加観察をもとにしたＮの質問に答えながらＹが
語ることもあった。その内容はＩＣレコーダーに録音し、後に逐語録として文字化した。
Ⅱ－3　分析方法
　本稿では20XX年度の各学期の当初と後半の一日ずつ、計６日の保育を取りあげる。
　一年間の園生活の中での変化も検討したいと考えたためである。
　1学期：４月26日、７月４日　　2学期：８月30日、12月４日
　3学期：１月10日、２月21日
　そして、Ｙがその日の保育の中での実態把握や実践構想についてどのように語るのかを分析
する。その際には、「持続的眼差し」「空間俯瞰的眼差し」やそれまでの保育経験、一年間の園
生活の中での変化にも着目して分析する。
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Ⅲ　結果と考察

　Ｙの語りからの抜粋を表１－1から表３－２にまとめた。
　・20XX年度にＹが担任した４歳児クラスを「青組」とする。
　・３歳児クラスを「桃組」、５歳児クラスを「白組」とする。子どもの名前も仮名である。
　・Ｙの語りの内容を整理し、先行研究もふまえて以下のように表記した。

Ⅲ－1　1学期の保育について

（１）４月26日：晴れ（表１－1）
①　Ｙは新年度当初のこの時期、一人一人の子どもを理解し、関係づくりをしようとしていた。
始めは新入児から行なっていたが、この日はＮがいたこともあり、進級児にかかわることを「そ
ろそろしたい」と考えていた。
②　Ｙは進級児リコ・ハナが新入児のプリキュア遊びに興味を示したことを、「チャンス」だ
と思った。そして、リコが「新しいプリキュア（の曲）がいいよ」と言うのを聞き逃さず、そ
の曲を取りに行こうと誘ったことをきっかけに、二人は遊びの中に入ることができた。
③－１　Ｙは「この人と遊んだという実感」を持てないでいる進級児ショウとも遊ぼうと考え
た。彼が他の子どもたちとアスレチック遊具の方へ行ったことは「見てた」ため、体を動かし
て遊んでいると推察した。
　しかし、行ってみると、「ジュースです」と葉っぱを渡されたことで、イメージをもって遊
んでいることがわかった。それで、Ｙが「ジュース」をもらって飲むというやりとりを楽しみ
始めると、ショウもやって来て「ドライブスルーになってる」という自分のイメージを話し出
した。そこで、Ｙはショウのイメージも取り入れながら一緒に遊び始めた。
③－２　Ｙはこの時期、自分が把握できる場所で子どもたちに遊んでほしいとも考えていた。
そこで、保育室からもよく見える「わくわくとりで」への「引越し」を提案した。同じイメー
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表１－１　１学期のＹの語りからの抜粋（４月26日：晴れ）
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表１－２　１学期のＹの語りからの抜粋（７月４日：晴れ）

ジをもって遊び続けることができ、遊んでいた子どもの一人が二日前に「わくわくとりで」の
所まで行ったことが「見えて」いたためである。すると、ショウも「行ってみたい」と言い始
め、その後は「わくわくとりで」で「ジュース」を飲む遊びを楽しんだ。
　ここでもＹは、子ども自身が興味をもった時をとらえるようにしていた。また、遠くで遊ぶ
子どもたちの姿も把握し、推察をした上で自分の具体的な動きを考えていた。
④　Ｙは「人のいる中にあまり来ない」新入児コウタの姿を常に把握しており、見失った時に
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はショウたちと遊びながらその姿を探した。そして、コウタの姿を見つけると、「ここに私は
いるよ」と伝えるために手を振った。すると、コウタは一遊びした後、自分から「わくわくと
りで」にやって来た。Ｙは遊具の魅力もあるかも知れないと思いながらも、ここでもコウタが
「自分から来た」ことをうれしく思っていた。
⑤－１　この日の前日、Ｙは遊びが停滞している子どもたちを誘い、５歳児の「ジュースやさ
ん」で「ジュース」をもらう体験ができるようにした。５歳児が絵具で色水を作り、お店を開
いているのを把握していたためである。
　すると、その中の一人が自分も絵具で色水を作りたいとＹに言いに来た。Ｙは絵具を使う面
白さもあると考えたが、自然物での色水作りから体験してほしいと日頃から考えていたため、
葉っぱで色水を作る方法を教えた。
⑤－２　このことから、Ｙはこの日も色水作りをしたがると予測して、材料の用意をしていた。
また、色がよく出る花殻も見つけ、一緒に取りに行こうとも考えていた。しかし、登園後すぐ
に別の遊びを始めたため、あえて色水作りに誘うことはしなかった。

（２）７月４日：晴れ（表１－２）
①　Ｙはこの時期、子どもたちが「群れて」遊ぶようになってきたととらえていた。
②　また、虫がすきな子どものために、Ｙはこの日もカブトムシの飼育ケースをベランダに出
した。そして、扱い方が雑になっていないか、その様子も把握するようにしていた。
③　セイヤが恐竜の絵を描いてＮにも見せている姿を見て、Ｙは二日前の「博物館」のイメー
ジがあるととらえ、博物館作りのための段ボールを出した。彼の遊びの面白さが他の子どもに
なかなか伝わらないことを「難しい」と思っていたＹは、「博物館もいいきっかけかな」と考
えたためである。
　また、この日は室内にいる子どもが多く、自分が一緒に遊ぶことで興味をもつ子どもがいる
ことも予測していた。そして、予測通り、遊びに入って来た子どもがいた時には、「入れてっ
て言ってくれてうれしいな」と自分の気持ちも伝えた。
　この頃、５歳児も前年度楽しんでいた博物館遊びをさらに「バージョンアップ」させていた。
そして、この日チケットをもって誘いに来た５歳児は、「ちょうど」Ｙが遊びのイメージが「確
か」だととらえていた子どもであった。そこで、セイヤたちの博物館のイメージづくりにも生
かされて「ちょうどいい」と考えたＹは、一緒に５歳児の保育室に出かけた。すると、予測通
りこの日のメンバーは明確なイメージをもって遊んでおり、Ｙはそのイメージにそいながら子
どもたちと博物館を見て回る遊びを楽しんだ。
　このことで、他の子どもにも自分のイメージが生まれた。しかし、セイヤが自分で他のクラ
スにお客を呼びに行く姿を見て、「来てほしいって気持ち」をもっているとわかったＹは、そ
のことを大事にしたいと考え、「重要感」が伝わるように自分も３歳児クラスの担任に来てく
れるように頼んだ。そしてこの日、セイヤが考えた博物館を他の子どもに見てもらうことがで
きた。
　3歳児が来ると「ザーッと並んで」はりきって招き入れる子どもたちの姿は、Ｙが経験的に
把握している４歳児像とも合致した。Ｙはそのことを「これが青（組）」と表現した。
④　タクヤが書いた手紙がないとわかった時には、Ｙは「悪かったね」と謝って探した。「あ
げた瞬間は見て」ないが、ユウがもらったまま置きっ放しにしていたと推察し、日頃から「自
分のいいように動いている」ユウのタクヤへの態度も気になっていたためであった。
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Ⅲ－２　２学期の保育について

（１）８月30日（２学期２日目）：雨（表２－１）
①　Ｙはそれまでの経験から、２学期当初の子どもたちは１学期の終わり頃の遊びをまた始め
るととらえていた。そして、前日（２学期初日）の子どもたちにも、１学期によく着ていた衣
装をＹがロッカーにしまっていることに気づき、出して着始めるという姿があった。
②　この日は積木で洞窟も作った。６月にはユウが作ると言い、Ｙがすごく手伝ったのだが、
この日は子どもたちだけで作ってしまった。Ｙは６月の遊びの「再現」だなと思って見ていた。
　その後、セイヤがずっと洞窟に誰かが来るのを待っていたため、Ｙは他の子どもを誘って洞
窟に「一生懸命入って」出てくるという遊びを繰り返した。そして、洞窟に来る人とのやりと
りにお金がいるとセイヤが言ったため、「銀行セット」を使おうと考えた。Ｙがこういう時の
ために以前から作っていた物である。
　そして、Ｙの予測通り、興味を示した子どもたちが洞窟に集まって来た。すると、ユウもやっ
て来て自分がしたいように遊ぼうとしたため、Ｙはユウにセイヤの考えも聞くように話をした。
今からは自分の考えを言うこと、人の考えも聞くことを大切にしていこうと考えていたためで
あった。
③　この日は色水作りも始まった。それまで使っていたすり鉢とすりこぎ以外でも作る体験も
してみようと考え、Ｙはビニール袋を用意して、花殻と水を入れて作ってそのまま結ぶことが
できるようにした。しかし、一度結んだビニール袋をあけたいと思う子どもが出てきて、すり
鉢とすりこぎを使い始める姿もあった。
　そのうち、モエ・シホ・ミオの３人が「ジュースやさん」をすると言い出した。１学期はそ
う言いながらも自分の物になることが多く、「どうかな」と思いながらＹは様子を見ることに
した。すると、同じペットボトルに色水を入れたり、話し合って作ったりする姿が見られた。
また、「ジュース」の名前を書いてと言われた時には、一度書いてはることを一緒にすると、
自分たちで書いたりはったりし始めた。この３人の姿を、Ｙは「一緒にしようという気持ち」
があり、「なんとなく共有して」「動いている感じ」があるととらえた。
　また、作った「ジュース」をもらいに来た子どもに「すぐハイってあげてた」時には、やり
とりの仕方を具体的に教えることで、子どもたち同士でやりとりができるようにした。
　Ｙはこの時期の子どもたちは「作ってる方が楽しい」ととらえていた。しかし、この日は雨
で、室内で遊ぶ子どもとベランダで色水作りをする子どもが互いの動きを把握しやすく、「ジュー
スやさん」をすることで、数人で「集結」しない遊びができるとも考えていた。

（２）12月４日（表２－２）
①　この日はＹが「やっぱりこの時期そうだな」と思うことがあった。いつの間にかレイ・シ
ホが遊びを抜けてしまい、リコ・ハナが「やめるとか言わないでどこかに行った」とＹに言い
に来たのである。そのため、Ｙは二人の思いを伝えるために一緒にレイたちのところへ行った
が、まずレイたちがリコたちの思いをわかった上で抜けたのかを聞いてみた。そして、わかっ
ていないことを確認し、リコに自分で言えるようにした上で、「黙っていなくなることが嫌だよ」
と、「やめると言う」ことがなぜ必要かを伝えた。
　Ｙはそれまでの経験から、このような姿は「一緒に遊んでいる」という気持ちをもつように
なる「この時期」に見られるととらえていた。
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表２－１　２学期のＹの語りからの抜粋（８月30日：雨）

②－１・２　この日、Ｙは「気になってる」スグルとも遊ぼうと考えた。興味関心はあり活発
な一方で、すきな遊びにじっくり取り組む姿があまり見られないためであった。Ｙは朝からス
グルがしたいと考えていた「ポケモンセンター」を一緒に作ろうとしたが、彼のイメージはよ
くわからなかった。また、セイヤとコウタが再開してＹも一緒に楽しんでいた落葉遊びにスグ
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表２－２　２学期のＹの語りからの抜粋（12月４日：晴れ）

ルが入った時には、セイヤたちが集めたイチョウを「ワーッてする」ことに対して配慮がない
よと伝えることになってしまった。
　この日のスグルとのやりとりについて振り返る中で、スグルが「気になる」のは彼が遊びの
中で「満足してない」ためであり、スグルを支えることが自分の「今週の課題」だということ
がＹの中で明確になった。

Ⅲ－３　３学期の保育について
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表３－1　３学期のＹの語りからの抜粋（１月10日：雪）

（１）１月10日（３学期３日目）：雪（表３－１）
①　３学期始業式（二日前）では遊戯室に集まり、保育者らが子どもたちにお正月の遊びを紹
介した。その後、Ｙは子どもたちに自分で色を塗ることができる木地コマを渡し、回し方を教
えた。そのため、前日も子どもたちは登園してコマで遊んだが、その後は「いつもの遊び」に
なり、Ｙは「幼稚園はこうだったと思い出したな」ととらえていた。
②　この日は、珍しく園庭で雪遊びができるくらいに雪が積もった。いつもより早く幼稚園に
来てそのことを確認したＹは、幼稚園で今日しかできない雪遊びを楽しもうと考えた。そして、
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子どもの登園時には外で迎えながら雪遊びに誘い、一人一人の子どもが「雪とのかかわりの中
で好きなことは何か」を探りながら雪遊びを楽しんだ。
③　５歳児が「かまくら作ったから入る？」と誘いに来た時には、Ｙは子どもたちと一緒に行
こうと考え、「ほんとー？」「え、行ってみよう」と言った。すると、セイヤとコウタはＹより

表３－２　３学期のＹの語りからの抜粋（２月21日：晴れ）
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先に５歳児について走って行った。その二人の姿を見て、Ｙは「動きも大きくなった」ととら
え、「分かり合える二人だよなみたいな感じ」になったともとらえた。
④　Ｙは帰りの集まりの時に、前日から子どもが一人ずつ話をする時間を設けていた。この子
どもたちは話すことが大すきで、実際に４歳児にしてはよく話すためであった。そして、一人
一人の子どもが誰をあてるかを見るのも「面白い」と考え、話をした子どもが次の子どもをあ
てるようにした。
　前日には、おみやげを持って来て祖母の家に行った話をした来た子どもがいた。そのため、
同じようにおみやげを持って来ていたコウタにも、Ｙは「明日手をあげて」「僕は行ったって言っ
てから、それからおみやげを配ろう」と話してみた。彼はこういう時には手をあげないためで
ある。すると、コウタは「うん」と言って帰り、この日手をあげた。それを見たＹは、話をし
た子どもにコウタをあててもらうように頼み、コウタも話をすることができた。
⑤　Ｙはこれまでの経験をふまえ、４歳児３学期になると、「仲良し」とは違う「自分のクラ
スの人」という気持ちをもち始める子どもが現れて、「学級」という雰囲気がよりできてくる
ととらえていた。そのため、男女関係なく次に話す人をあてることができるとも考えていた。

（２）２月21日：晴れ（表３－２）
①　この日は５歳児と一緒に飼育活動を行なった。進級すると自分たちの仕事になるウサギの
世話は「こんなことするらしい」とわかること、５歳児に教えてもらいながら一緒に取り組む
ことを大事にしたいと考えていた。事前にどのグループが行うかを伝え、楽しみにして幼稚園
に来ることができるとよいとも考えたが、欠席の子どもがいないグループにしたいため、そう
いう形にはしなかった。
②　この時期になると、Ｙが３学期当初に予測していた通り、男女一緒に遊んだりお弁当を食
べたりする姿がよく見られるようになった。また、クラスのみんなで遊ぶことを楽しむ姿も見
られ、その中で「自分のしたいことをしたい」ユウも、一緒に遊ぶことに楽しさを見出すよう
になってきたとＹはとらえていた。
③　この時期、Ｙは子どもたちの遊びの中に入り、互いが考える遊びの内容を調整しつつ、子
どもたちがすきな「チーム」での遊びを楽しんでいた。そして、ユウたちがずっと戦いごっこ
をしたい気持ちがあることはわかりながらも、女児が入って来た時等の機会もとらえ、「かく
れんぼ的」「鬼ごっこ的」な遊びも楽しむことができるようにと考えていた。
④　また、子どもたちが「（保育者の）手はいらない」ようになってきたため、Ｙは「いろん
な経験を提案してあげよう」とも考えていた。そのため、帰りの集まり等に新しい遊びを紹介
して一緒にやってみたりしていたのだが、「今日は何が始まるかしら」という雰囲気ではなく、
「ピタッときたな」という実感がもてないでいた。そのことが子どもたちの課題であり、自分
自身の実践上の課題でもあるととらえていることが、「それが、この子たちは難しい」という
言葉に表れていた。

Ⅳ　まとめと今後の課題

　Ｙは子どもの姿からとらえたこと（解釈）をもとに予測、推察をし、そこから実践行為を計
画する過程を具体的に語った。年度当初は、子どもが自分から行動をおこす姿をとらえて語る
ことが多かった。新しい環境の中で、自分のすきな遊びが見つけられているか、見つけようと
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しているかをとらえようとしていたためだと考えられる。

　実態把握を始めたばかりのこの時期は、推察・予測した子どもの姿と実際が違ったと語った
場面もあった。

　また、子どもたちがまだ「群れて遊ぶ」（７月４日）状態になっておらず、一人でどこかに行っ
てしまう子どもも多いため、一人一人の姿を把握しようと努めており、「空間俯瞰的理解」に
もとづいて語ることも多かった。「空間俯瞰的理解」はその後、子ども同士の関係、遊びと遊
びの関係について考える際にも語られた。

　その後、それまでの「持続的理解」をふまえ、実態把握はより確かなものになっていった。
その中で、休み明けで園生活を再開する２学期、３学期当初には、特にそれまでの保育経験が
実態把握にいかされていた。

　またＹは、実践の方向の指向をもとに、あらかじめその日の実践行為の計画をする（１月10
日：帰りの集まりで子どもが話す時間を設ける、２月21日：５歳児と一緒に飼育活動をする）
だけでなく、その日の子どもについての実態把握をもとに今が「チャンス」「ちょうどいい」
と考え、具体的実践に移した過程についても多く語った。
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　Ｙは一貫して集団としての育ち、その中での一人一人の子どもの育ちもとらえていた。

　そして、実態把握がより確かなものになるにつれ、子どもの課題、自分自身の実践上の課題
も明確にしていった。

　今後は、本稿で得られた知見もふまえ、保育経験が浅い保育者が一日の保育をどのように構
想していくのかについても検討していきたい。
　また、保育者養成にどのように生かしていくのかについても検討していきたいと考えている。
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